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社会還元までのチャート 
     
光ファイバセンサの開発
従来技術
BOTDR
（Brillouin optical time domain reflectometry)
・後方ブリルアン散乱光
・周波数シフトが歪みに依存
FBG  (Fiber Bragg Grating)
・グレーティングからの反射光
・反射波長シフトが歪みに依存
BOTDR
利点
・10kmの長距離測定
・歪みの連続分布測定
欠点
・周波数制御が必要
・長い測定時間（5分程度）
FBG
利点
・µmオーダーの歪み測定
欠点
・測定点の制限（10点程度）
利点・欠点
多機能
光ファイバセンサ
保有技術
OTDR
パルス光を用いた距離測定法
MOTDR
(Microbend optical time domain reflectmetry)
マイクロベンディング損失を用いた
歪み測定法
・側面研磨ファイバ（Side Polish fiber)
・FBGファイバ
・後方散乱光作成法
開発を行う技術
機械・電子分野 車・精密機械内の変位･異常の検出
土木分野 ダム・堤防などコンクリート歪み検出
建築分野 建造物の歪み・変位の発生場所の検出
医療分野 人体異常（体温、心拍数）検知など
応用分野
創出される技術
光ファイバ歪みセンサ
・µmオーダーの歪み測定
・長距離歪み分布測定（10ｋｍ）
・短い測定時間（ｍｓ） 等
目的： 環境・防災・危機管理システムへの応用
 
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 T.Kobayashi et al. Proc. Of SICE, TAII-17-1, 2003 
 
１．概 要 
光ファイバネットワークを使用し、センサ部の光ファイバの伸び歪みによって生じた散乱の
戻り光を測定することにより、ファイバの歪みを距離測定精度 1m 以下、測定距離 10km 以上、歪
み計測精度数µm で瞬時に検出する。 
２．新規性 
側面研磨ファイバや FBG を用いファイバの歪みにより生ずる後方散乱光を検出することによ
り、リアルタイムで多数同時観測可能な光ファイバセンサで全く新規なものである。 
３．応用例 
土木分野：河川増水に伴う堤防の崩壊やダム等の亀裂の事前察知による人的被害の減少 
建築分野：蒸気等の配管や巨大建造物の歪み計測による危険箇所の特定 
電気・機械：精密電気機器、精密機械の故障発生箇所の特定 
